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和文要旨

似顔絵においては個人の顔特徴が端的に表現されると同時に、感性情報を付加することによって、よ
り豊かな個人表現を行うことが可能である。本論文では、異なる表情を持つ二つの顔画像（学習サンプ
ル）の組について、表情の特徴だけを表す表情ベクトルを Fisherの線形判別法で決定する。さらに、主
成分分析により顔特徴を表す成分と表情の特徴を表す成分とが混合した主成分に対応する固有空間
（「特徴固有空間」と呼ぶ）を求める。次に、表情ベクトルと特徴固有空間から Gram-Schmidtの直交
化法により、顔部品の形状や配置の特徴を表す成分と表情の特徴を表す成分を分離した正規直交基底
（「表情独立固有空間」と呼ぶ）を構築する。この表情独立固有空間を用いて、入力顔画像に異なる表
情を付与する。合成した表情顔形状が本人の実写表情写真とどの位近いかを確かめるために主観評価
実験を行い、表情独立固有空間を用いた表情合成方法の有効性を明らかにした。
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1.はじめに

似顔絵は個人の顔特徴を端的に表現したもの

であり、顔写真よりも本人らしく見えることも

ある。極端な形状表現を行った上で喜怒哀楽の

感情に対応した表情を付加することによって、

より豊かな個人表現を行うことが可能である。

似顔絵は新聞や雑誌などでは頻繁に使用されて

おり、ホームページへの掲載、携帯電話やイン

ターネット電話の留守番エージェントなどの擬

人化エージェントへの応用も期待されている。

筆者らは、顔部品の形状特徴と配置特徴の

各々に対して独立に主成分分析を行うことによ

り、コンピュータによって、柔軟性の高い、ま

た、表現力のある似顔絵を自動的に生成する手

法を考案した［1］。また、本手法を利用して、

印象に関する言語表現に対応した似顔絵を生成

するシステムを開発した［2］，［3］。ところで、表

情を伴った顔画像を対象とした場合、主成分分

析により求められた主成分は、顔部品の形状や

配置の特徴と表情の特徴が混合した成分となる

［4］。従って、このような主成分の組合せを用い

て表情を合成すると、顔部品の形状や配置の特

徴のばらつきによって、合成結果が大きく影響

を受けるという問題がある。また、印象語ごと

に典型的な表情を表現するパラメータを予め決

めておく方法［2］では、生成した表情顔画像に

一人一人の顔における個人性を反映することが

できない、などの制約がある。

これに対し、本論文では、異なる表情を持つ

二つの学習サンプル（顔画像）の組について、

表情の特徴だけを表す射影軸（「表情ベクトル」

と呼ぶ）を Fisherの線形判別法［5］で決定する。

一方、主成分分析により顔部品の形状や配置の

特徴と表情の特徴が混合した主成分に対応する
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